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行事
ぎょうじ

や学習
がくしゅう

にがんばった２学期
が っ き

だった 

のではないでしょうか。自分
じ ぶ ん

として、一
いち

 

番
ばん

がんばったことは何
なん

でしょうか？「漢
かん

 

字
じ

がたくさん書
か

けるようになりました」 

「いろんな仕事
し ご と

のことを取材できたよ」 

など･･･｡２学期
が っ き

と同様
どうよう

に、冬休
ふゆやす

みにも、 

がんばってほしいことがあります。 

お家
うち

の手伝
て つ だ

いです。家族
か ぞ く

と相談
そうだん

して、 

自分
じ ぶ ん

の役割
やくわり

として､何
なに

か一
ひと

つでよいので、 

決
き

めるとよいですね。そして、決
き

めた こと 

だけでなく、周
まわ

りの様子
よ う す

を見
み

て、「これ 

をしたら助
たす

かるだろうな」と思
おも

うこと 

を、どんどんすると、すてきな天国
てんごく

の 

ようになれそうですね。 

 

 

 

 

 

  

皆
みな

のあいさつを聞
き

くと、笑顔
え が お

になると言
い

 

っていました。 

 上級生
じょうきゅうせい

の楽
たの

しみながらがんばる姿
すがた

 

を見
み

て、下級生
かきゅうせい

が同
おな

じようにがんばる、 

そんなすてきな行動
こうどう

が、どんどん下級生
かきゅうせい

 

につながっていくことが､うれしいもの 

ですね。「全校
ぜんこう

遊
あそ

び」をはじめ、皆
みな

のた 

めによいと思
おも

うことをどんどん進
すす

めてい 

き、次
つぎ

の学年
がくねん

につながっていく。温
あたた

か 

な心
こころ

もつながっていきますね。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 １階
かい

の「みんなのトイレ」前
まえ

に、２・３ 

組
くみ

さんが製作
せいさく

した 

エコキャップアー 

トが展示
て ん じ

されまし 

た。アップで見
み

る 

と、いろいろなペットボトルのキャップが、き 

れいに貼
は

られているのが分
わ

かります。 

 コツコツと丁寧
ていねい

に貼
は

られた作品
さくひん

であるこ 

と、足
た

りなかった黄色
き い ろ

のキャップの呼
よ

びか 

けに、多
おお

くの家庭
か て い

で協 力
きょうりょく

してくださった 

ことなど、ステキなことがありました。 

 千両
ち ぎ り

小学校
しょうがっこう

では、「エコキャップ運動
うんどう

」 

を行
おこな

っており、これはペットボトル本体
ほんたい

 

やラベルが回収
かいしゅう

されるのに、キャップだ 

けが資源
し げ ん

として生
い

かされてない事
こと

を疑問
ぎ も ん

に 

思
おも

った神奈川県
か な が わ け ん

の女子
じ ょ し

高生
こうせい

が声
こえ

を上
あ

げたこ 

とから始
はじ

まったそうです。 

 集
あつ

められたキャップは、リサイクルの原
げん

 

料
りょう

となり、その収益
しゅうえき

は、ユニセフに寄付
き ふ

 

されたり、被災
ひ さ い

地区
ち く

 

支援
し え ん

などに使
つか

われて 

います。 

今後
こ ん ご

も、ご協力
 きょうりょく

 

をお願
ねが

いします。 

～人権
じんけん

集会
しゅうかい

より～ 

 

12 月 4 日～10 日の「人権
じんけん

週間
しゅうかん

」に先駆
さ き が

けて、 

児童会
じどうかい

と読書
どくしょ

おもしろ委員会
いいんかい

主催
しゅさい

で、人権
じんけん

集会
しゅうかい

 

を行
おこな

いました。 

 児童会
じどうかい

から、「人権
じんけん

＝人
ひと

の権利
け ん り

」「一人一人
ひ と り ひ と り

が 

大切
たいせつ

にされて、幸
しあわ

せに生きる
い   

こと」等
など

、話
はなし

が 

あった後
あと

、読書
どくしょ

おもしろ委員会
いいんかい

から、どんなこと 

をすればいいのか考
かんが

えるヒントとして、絵本
え ほ ん

の 

読
よ

み聞
き

かせを行
おこな

いました。絵本
え ほ ん

のタイトルは、「もったいないばあ

さんの てんごくとじごくのはなし」（講談社
こうだんしゃ

）です。 

絵本
え ほ ん

で語
かた

られていることは、もともと

の原典
げんてん

は不明
ふ め い

ではっきりせず、民話
み ん わ

や仏
ぶっ

陀
だ

の説話
せ つ わ

とも言
い

われた 話
はなし

を分
わ

かりやす

く、伝
つた

えている内容
ないよう

でした。古
ふる

くは、Ｔ

Ｖドラマ「金八
きんぱち

先生
せんせい

」でも語
かた

られた「天
てん

国
ごく

と地獄
じ ご く

」のたとえ話
ばなし

です。 

天国
てんごく

も地獄
じ ご く

もどちらにも同
おな

じように、向
む

かい合
あ

って座
すわ

っているナ

ベの中
なか

には「おいしそうなごちそう」がたっぷり入
はい

っています。そ

して、地獄
じ ご く

と天国
てんごく

どちらにも、「共通
きょうつう

のルール」がありました。そ

れは、「とても長
なが

いスプーンで食
た

べなければならない」ということ

でした。 

地獄
じ ご く

の食事
しょくじ

の様子
よ う す

は、「一生懸命
いっしょうけんめい

食
た

べようとする姿
すがた

」が見
み

られ

ます。ただ、スプーンが長
なが

いので「自分
じ ぶ ん

の口
くち

の中
なか

」に中々
なかなか

入
はい

りませ

ん。それどころか、「周
まわ

りの人
ひと

をつついてしまう」ことになってい

ます。いたるところで「ケンカ」が絶
た

えない状 況
じょうきょう

でした。 

一方
いっぽう

、天国
てんごく

では、「みんな穏
おだ

やかに食事
しょくじ

」をしています。同
おな

じ長
なが

い

スプーンをつかっているに、なぜでしょうか？ 見
み

てみると「みん

な向
む

かいの人
ひと

の口
くち

にごちそうを運
はこ

んでいる」姿
すがた

が見
み

えます。「どう

ぞ」｢ありがとう」と声
こえ

をかけながら、お互
たが

いに笑顔
え が お

で向
む

かい合
あ

っ

ている人
ひと

に食
た

べさせていました。地獄
じ ご く

には「自分
じ ぶ ん

のことばかり考
かんが

え

る人
ひと

」しかいない。しかし、天国
てんごく

は「自分
じ ぶ ん

と相手
あ い て

のことを考
かんが

える人
ひと

」

の集
あつ

まりだったのです。同
おな

じ 

環境
かんきょう

でも、周
まわ

りの人
ひと

に「与
あた

 

える」「協 力
きょうりょく

する」ことが 

できるかどうかで、天国
てんごく

にも 

地獄
じ ご く

にもなるんですね｡また、 

「いろいろな力
ちから

に助
たす

けられ 

て､私達
わたしたち

は生活
せいかつ

ができている｣ 

ということことも分
わ

かるよう 

な読
よ

み聞
き

かせでしたね。 

令
和
３
年
度 

絵本の読み聞かせ 

卒業生の森「ドウダンツツジ

」」 

Ⓒ 講談社 


